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代農業 (9月号) 80(10):1321135.

5)室山泰之 (2001) 山からサルが下りてきた一生態を
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I(11月号) 80(12):136-138.

6)室山泰之 (2001) 山からサルが下りてきた一生態を

知って防ぐ.サルを山に帰すには.現代農業 (12月
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7)室山泰之 (2001)鳥獣害対策あれこれ-サルー.全国
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9)法逸邦夫 (宿)(2002)スラウェシマカクの種間雑種個
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翻訳

一和文-

1)放逸邦夫他 (監修)(2001)r野生動物の研究と管理技
術J(rResearchandManagementTechniquesforWildlife

andHabitats｣鈴木正嗣編訳)文永堂出版.

学会発表等

一英文-

1) Baoguo,Li.,BhangP.,WatanabeK.,FukudaF.皮Wada

K.(2002)A stochasticdietaryshiftintheSuchuan

snub･nosedmo止eys.COE国際シンポジウム｢Research

onlong-livedanimals:Thepast,presentandfutureof

longitudinalfieldstudies｣(2002年1月15･18日,犬山).

Abstractsp.53.

2)Nakagawa,N.,Ohsawa,ll.& Muroyama,Y.(2002)

PopulationandSocialDynamicsofPatasMonkeysin

KalaMaloueNationalPark,NorthemCamer.oon･COE国
際シンポジウム ｢Researchonlong･livedanimalS:The

past,presentandfutureoflongitudinalfieldstudies｣

(2002年1月15･18日,犬山).Abstractsp.20.

3)Ohsawa,H.,Kawamoto,Y.,Shirai,K.,Maekawa,S.,Nigi,

H.,Muroyama,Y.,Torii,H.,Uotani,M･,Mamhashi,T.,

Araki,S.& OthermembersoftheWorkingGroupof

WakayamaTaiwan macaques(2002)InvasionofTaiwan

macaquesintoWakayamaPrefecture,Japan.andtheir

hybridizationwithJapanesemapaques.COE国際シンポ

ジウム｢Researchonlong･1ivedanimalS:Thepast,present

andfutureoflongitudinalfieldstudiesJ (2002*1月

15-18日,犬山).Abstractsp.64.

-和文-

I)浅岡一雄 ･飯田景子 ･鈴木樹理 ･渡退邦夫･矢野一行

(2001)サルによる化学物質の影響評価の有用性.第4

回環境ホルモン学会 (2001年 12月,つくば).

2)榎本知郎･渡連邦夫 (2001)-ツタモンキー/トンケア

ンモンキー混血群の群れ内･群れ間の社会交渉.第55

回日本人類学会大会 ･第 17回日本霊長類学会大会連

合大会 (2001年7月,京都).霊長類研究 17:140.

3)中野まゆみ ･榎本知郎 ･後藤俊二 ･渡連邦夫 (2001)

-ツクモンキーの精巣の組織学的特徴-スラウェシ

マカクの種分化に関連して.第 55回日本人類学会大

会 ･第 17回日本霊長類学会大会連合大会 (2001年7

月,京都).霊長類研究 17:165.

4)室山泰之 ･杉浦秀樹 ･飯田景子 ･浅岡一雄 (2001)桂

皮酸を使ったニホンザルにおける嫌悪条件付け.慕

55回日本人類学会大会 ･第 17回日本霊長類学会連合

大会 (2001年7月,京都).霊長類研究 17:119.

5)室山泰之 (2001)野生ニホンザルの実験利用一保全と

管理の立場から. ~第55回日本人類学会大会 ･第 17

回日本霊長類学会連合大会自由集会｢霊長類の研究利

用 :野生ニホンザルを中心に｣(2001年7月,京都).

6)室山泰之 (2001)ニホンザルの被害管理.第 5回獣事

対策学習会 (2001年 12月,芦屋).

7)渡連邦夫′(2001)野生ニホンザルの現況.国立大学動

物実験施設協議会サテライ トミーティング (2001年5

月,宇部).

8)波速邦夫 ･後藤俊二 ･榎本知郎 (2001)スラウェシマ

カク雑種個体群の研究.第 55回日本人横学会大会 ･

第 17回日本霊長類学会大会連合大会 (2001年 7月,

京都).霊長類研究 17:123.

9)波速邦夫 (2001)東南アジアにおける霊長類研究と国

際協力.平成 13年度東海 ･北陸 ･近畿地区国際企画

担当職員研修に係わる講演 (2001年10月,京都).

人類進化モデル研究センター

松林清明 (センター長併任)･景山節 ･平井啓久 l)

･上野吉一 ･後藤俊二 ･鈴木樹理 ･松林伸子2)

･三輪宣勝子)･熊崎晴則 3)･阿部政光 3)･釜中磨朗 3)

･前田典彦 3)･加藤朗野 3)

野生捕獲ニホンザルの実験利用をめぐる問題はこの

年も表面化し,幾つかの大学等に導入されたニホンザル

の法的手続きの不備を取り上げた新聞記事や,動物権利

団体の抗議活動があった｡春には,隣接する財団法人日

本モンキーセンターの飼育鑑が破られて,サルが外に出

される事件も発生した｡

霊長類研究所は自家繁殖体制を整備していて,所外
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からのサルの帝人は基本的に行っていないが,日本のサ

ル学のCOEとして,また丑長析学中門の全国共同利用研

究所としてこの間屈を座視することはできない｡盃長類

研究所は郊外にリサーチ･リソース･ステーション(RRS)

の突一現を計画している｡RRSの設位目的は人類進化モデ

ル研究センターの研究を実際に推進する場としての役割

が大きいが,併せて規模の大きな飼育下繁把も計画され

ており,全国的な視野から,野生捕須ザルに依存しない

研究基盤の確立を目指している｡当センターはRRSの設

置,運営を担当する組総として,概罪要求作某を進めて

いる｡関係諸学会も研究用サルの適切な供給体制の整備

を要望しており■,市民社会,研究者団体双方が納得でき,

かつ野生ザルの直接の研究利用が避けられる道を今後も

模索しなければならない｡そのためにも,RRS構想の早

期実現が待たれる｡

今年度の概算要求では,当センターが要求していた

サル汚水処理施設の文新が認められ,現在工事が進めら

れている｡

当センターも所属している国立大学動物実験施設協

誠会 (国勤協)は,今年度にニホンザル問題検討委員会

を設置し,ニホンザルの研究利用に関する諸問題を解決

する方策の検討を行ったが,松林センター長はその委員

長として活動した｡

旧サル類保健飼育管理施設設置から 30年経過した

年に人類進化モデル研究センター-の転換が実現したた

め,センターではその記念誌発刊を計画し,出版の運び

となった｡この他に所内ではサル飼育 ･実験利用のライ

センス制導入を裏付けるガイドラインの改定が,サル委

員会を中心に進められた｡飼育設備では飼育サル類の環

境改啓がさらに一歩前進し,リスザル,コモンマ-モセ

ット,ワタポウシタマリンなどの小型ザル飼育室が増設

された｡採光や通風の良好な半屋外運動場が併設され,

内部には植木や水流が配されている｡また,チンパンジ

ーの研究 ･管理用スペースの改装工事も実現し,より効

率的な運用を図れるようになるO九州の動物園で飼育し

ていたチンパンジーが脱出する事例があり,センターの

熊崎技官が出張して飼育設備の技術的な改葬指導を行っ

た｡

飼育管理に関する市項として,BSE(狂牛病)の原因

物質混入の可能性があるとされる肉骨粉が一部の市販サ

ル用飼料にも原料として使われていたことが判明し,セ

ンターでは当該飼料の購入を停止した｡小型油圧ショベ

ルおよび官用串が老朽化してきたため,更新した｡

人印面では,外国人客員としてセンターに所属して

いたマイケル-ハフマン氏が年度途中に生憶機構分野助

教授に転出したため,後任を公募していたが,岐阜大学

戊学部のS.スリカンタ氏の採用を決定した｡また,橋本

ちひろ獣医技官が自己都合退職し,後任に加藤朗野が採

用された｡林原生物化学研究所析人猿研究センターの獣

医師洲釜圭子が,サル類の診療や飼育管理の研修を行っ

たO

<研究概要>

A)サル類の生苑生物学に関する研究

松林清明

オス生苑機能の進化を生邦音別荷造の面から検討する

目的で,各種サル類の柿典微細構造の組絞学的検索を進

めている｡平成 13年度も引き続いて国内動物園で過去に

死亡した類人猿を含むサル類の液没標本の中から,精典

試料収集と組織標本化を行った｡これらの追捕機能の詳

細な解析を行っている｡

応用面としてチンパンジー精液の凍結保存システム

開発をめざして,共同研究を行い,稀釈液の組成および

凍結パターンに関して標準的な方法を確立した｡

B)サル類の細菌 ･ウイルスの迫伝子診断

景山 節 ･小笠原麻美 4)･松林仲子 2)

PCRによる細菌の系統的検出のため赤痢菌を始めと

する26種の細菌を入手し,菌株の保存とDNA抽出をおこ

なった｡

C)胃内ペプシノゲンの発現研究

条山 節

タンパク質発現研究のため,酵母の発現系の開発を

継続しGST融合タンパク質としてのヒトペプシノゲンA,

Cを発現させることに成功した｡

D)類人猿の進化研究

成田裕一5)･景山 節

オランウータンでペプシノゲン cDNAのクローニン

グをおこない,14種の塩基配列の異なるA型ペプシノゲ

ンcDNAを単離した｡ 析人猿-の進化とともにペプシノ

ゲンA迫伝子の数が急速に増加したことが明らかとなっ

た｡

E)酸化ストレスに関与する活性酸素分解酵素soDの研

究

福原亮史 6)･景山 節

類人猿,旧世界ザル,新世界ザルの代表種でMn-SOD,

Cu,Zn-SODのcDNAクローニングをおこなった｡Cu,Zn-SOD

は旧世界ザルから類人猿-の進化過程でアミノ酸置換が

多く起こっており酵素の機能が大きく変化したと推測さ
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れた｡

F)ニホンザル集団の放飼場間の移動方法の開発

上野吉一 ･桧垣小百合 7)

飼育環境改善の一環として,放飼場の環境エンリッ

チメントも徐々に進められてきた｡この結果,健康診断

等ための集団捕獲が困莫削こなるという問題が生じた｡そ

こで,多人数で追い回すことなく放飼場間を移動させる

ための訓練法を,ブザーとランプを手掛りとする条件付

けをもとに検討している｡

G)南米産小型ザル用サンルームのエンリッチメント効

果の評価

上野吉一 ･桧垣小百合 7)

リスザルとクマリンのタマリンのためのサンルーム

が,センタ一棟外壁面を利用して2001年7月に設置され

た｡サンルーム内には植樹に加え,板やロープ等による

エンリッチメントが施されている｡サルがこうした空間

や梢近物をどのように利用しているかの検討をもとにエ

ンリッチメント効果を評価し,より有効な環境作りの工

夫をiiLiめている｡

IJ)盤長桁の喚覚 ･味覚の発達に関する研究

上野吉-

ワタボウシタマリン,マントヒヒ,カニクイザルの

乳児を対象に,喚覚 ･味覚の発達的変化を調べた｡

I)盤長類の寄生虫感染に関する研究

後藤俊二

盤長類の野生集団における∴寄生虫の感染状況と宿

主の生息環境との関連性,寄生虫感染の宿主の健康状態

に与える影響等を明らかにするため,ニホンザルやカニ

クイザル,チンパンジーを対象として糞便検査や血液性

状の分析による継続的な調査を進めている｡また,肺糸

状虫症の感染実験モデルの確立や病態解明を目的として,

飼育下マカク類での感染個体を用いた臨床病理学的解析

を行っている｡

∫)スラウェシマカクの種間雑種の研究

後藤俊二 ･渡連邦夫 S)

インドネシア,スラウェシ島においてスラウェシマ

カクの2種,トンケアンマカクと-ツクモンキーの間の

種間雑種群の交雑帯形成機構を明らかにするため,疾病

や繁殖異常に関する現地調査を行った｡

冗)サル類の成長の生理学的及び形態学的研究

鈴木樹理

昨年調べた2歳令のニホンザルを引き続き縦断的手

法を用いて性成熟期の成長関連ホルモンの分泌動態を調

べた｡また,野生のカニクイザル個体について横断的手

法によってIGF-1および性ステロイドホルモン (オスで

はテストステロン,メスではエストロジェンとプロジェ

ステロン)を測定した｡その結果,血中IGF-1濃度は,

ニホンザルと比較してその値がやや低く,妊娠が確認さ

れた個体では,ニホンザルと同様に高値を示した｡テス

トステロンの血中濃度の年齢変化から,カニクイザルで

は飼育下のテストステロンの年齢変化と同様の変化を示

し,その濃度もほぼ同様であった｡

L)サル類のストレス定量および動物福祉のための基礎

研究

鈴木樹理

実際の飼育環境でのストレス反応を定量することと

その軽減策の検討のために,ヒトで鎮静効果が見られる

臭い物質を嘆がせ,その効果について行動と血中コーチ

ゾルの経時変化を調べている｡また,異常行動を示すニ

ホンザルを用いて,ケージ前にグルーミングが出来るよ

うな素材を提示しその時に起こる行動の経時変化を調べ

ている｡非侵襲的なサンプルとして尿に注目し,それに

含まれるコーチゾルの定量系を開発している｡

M)骨基質の年齢変化 (蓄積と吸収)

KanyaKawin9)･鈴木樹理 ･塔田穣 10)

霊長類の発達加齢に伴なう骨基質の吸収と蓄積に関

して,形態 ･生理両面で検討している｡対象は0-28歳

までのニホンザルで,形態面ではX線写真およびDXAに

よる骨塩量測定を,生理面では副甲状腺ホルモン(PTH)･

オステオカルシン･ピリジノリンICTPなどの吸収･蓄積

マーカ定量を,それぞれ横断的･縦断的に分析している｡

骨塩量は身体成熟に伴なっそ約 10歳のピークまで増加

し,おとなでは平衡状態を示し,高齢期にあっても閉経

以降のヒトに見られる顕著な骨基質吸収は認められない｡

それに対応するようにオステオカルシンやいくつかの蓄

積マーカは約 10歳までは減少し,それ以降は平衡状態を

保つ｡一方,老齢個体では骨格に形態的変化が認められ

ており,ニホンザル骨基質の加齢変化は,縦断的に検討

することが望ましい｡

1)遺伝子情報分野助教授兼任 2)文部科学教務技官

3)文部科学技官 4)技術補佐員 5)coE非常勤研究員
6)大学院生 7)研究生 8)ニホンザル野外観察施設

9)行動形成領域客員 10)形態進化分野
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<研究菜統>

論文

一茶文-

1)Hanazawa,A･,Mikami,A･,Sulistyo,P･A･,Takenaka,0･,
Goto,S.,Onishi,A.,Koike,S.,Yamamori,T.,Kato,K.,

Kondo,A.,Suryobroto,B.,Farajal]al1,A.&Komatsu,H.

(2001)Electroretinogram analysisofrelativespectral

sensitivityingeneticallyidentifieddichromaticmacaques.

Proceedings ofNationalAcademy orScience 98:

8124･8127.

2)Kamimura,E.,Ueno,Y.,Tanaka,S.,Sawa,H.,YosMoka,

M.,Ueno,K.,Tnoue,T.,Li,X.,Koyama,T.,Tshikawa,

R.&Nagashima,K.(2001)Newratmodelforattention

deflcit hyperactive disorder (ADHD).Comparative

Medicine51(3):245･251.

3)Kawakami,K.,Tbmonaga,M.皮 Suzuki,∫.(2002)The

calmingeffectofstimulipresentationoninfantJapanese

macaques(Macacafuscata)understresssituation:A

preliminarystudy.Primates 43(1):73-85.

4)Kin,H.S,,Kageyama,T.& Takenaka,0.(2001)

Molecularcloning andevolutionary analysiもofthe

ribosomalproteinS4geneintheJapanesemonkey.

KoreanJoumalofGenetics23:21-24.

5)Miyabe,T.,Nishimura,R.,Mochizuki,M.,Sasaki,N.皮

MatsubayaShi,K. (2001) Chemical restraint by
medetomidineandmedetomidinemidazolam and its

reversalbyatipamezoleinJapanesemacaques(Macaca

bsca(a).VeterinaryAnaesthes]'aandAnalgesia28:
168-174.

6)Narita,Y.,Oda,S.,Takenaka,0.皮Kageyama,T.(2001)

PhylogeneticpositionofEulipotyphlainferredfromthe

cDNAsequencesofpepsLnOgenSAandC.Molecular

PhylogeneticsandEvolution21:32-42.

7)Onishi,A.,Koike,S.,Ida,HM.,Imai,H.,Shichida,Y.,

Tdkenaka,0.,Hanazawa,A.,Komatsu,H.,Mikami,A.,

Goto,S.,Suryobroto,B.,FarajaIIah,A.,Varavudhi,P.,

Eakavhibata,C.,Kitahara,K.& Yamamori,T.(2002)

Variationsinlong-andmiddle-wavelength-sensitiveopsin

gene一ociincrab-eatingmonkeys.VisionResearch42:

281-292.

8)Suzuki,J,Miwa,N,Kumazaki,K,Abe,M,KamanakaY,

Matsubayashi,N,Gotoh,S.皮Matsubayashi,K.(2001)

Theinf一uenceorrearlngCOndition50nphysicalgrowthor

captiveJaparLeSemaCaqueS(MacacaflLSCata).TheJournal

ofVeterinaryMedicalScience63(4):361-366.

9)Suzuki,∫.皮1shida,T(2001)AgechangesinplasmaIGF-1

concentrationinfree-rangingJapanesemacaques(Macaca

flLSCata).JoumalofMedicalPrimatology30:174･178.

10)Yamarnoto,H.,Sato,H.,Yagami,K.,Arikawa,J.,

Furuya,M.,Kurosawa,T.,Mannen,K.,Matsubayashi,K.,
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